
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 39 事業No. 238

事務事業名 道路事業促進同盟会参画事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 国県関連事業課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 第２次国土利用計画飯田市計画

 飯田市土地利用基本方針

  

法令・例規等
 道路法

 河川法

 砂防法

事業目的
対象 道路整備促進活動を行う同盟会等

意図 国県道の整備促進が図られる。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

リニア・三遠南信自動車道の開通を見据え、南信州地域の道路ネットワーク構築が求められており、要望活動の効率

的運営と質的改善の必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
国県道の道路整備を図るため、各種期成同盟会（２１団体）、日

本道路協会、道の日大会へ負担金を支出します。
同盟会等負担金 3,615

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
同盟会等 団体数 23 23   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 3,615  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 3,615

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 8 2
 
1  10

 
2

3,615

0
道路事業促進同盟会負担金

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 238 事業名  道路事業促進同盟会参画事業 国県関連事業課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 39 事業No. 243

事務事業名 リニア関連道路整備事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 国県関連事業課 開始 H28 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 12 リニア時代を支える都市基盤を整備する

   

   

分野別計画
 第２次国土利用計画飯田市計画

 飯田市土地利用基本方針

  

法令・例規等
 道路法

  

  

事業目的
対象 リニア長野県駅へアクセス道路

意図 リニア長野県駅へのアクセス機能の向上

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

2027年開業予定のリニア長野県駅へのアクセス道路整備として、飯田市では座光寺PAへSICの設置、長野県において

、国道１５３号、座光寺上郷道路、県道市場桜町線の改良事業が本年度より、本格的に動きだしており、関連する市

道も含め、事業進捗を図る必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
座光寺スマートIC事業での地権者と交渉を行い、用地取得を進め

、埋蔵文化財調査実施し、地元説明及び関係機関との調整を行い

、工事着手する。

長野県事業に関係する取付市道等について、計画及び用地協議を

実施します。

座光寺スマートIC事業 512,412

リニア関連道路整備事業 6,081

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
座光寺スマートIC整備 箇所 1 1   

リニア関連道路整備事業 式 1 1   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 518,493 （国）社会資本整備総合交付金（5.5/10）　63,250千円

（国）改築補助（5.5/10）　132,000千円

（地）公共事業等（充当率90％）

（そ）道路橋りょう測量設計業務受託事業収入

国庫支出金 195,250

県支出金 0

地方債 143,700

その他 157,412

一般財源 22,131

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 8 2
 
3  11

 
12

272,412

0
社会資本整備総合交付金事業費（道路整備）（座光寺SIC）

2    1 8 2
 
3  11

 
14

240,000

0
改築補助事業（座光寺SIC）

3    1 8 2
 
3  13

 
1

6,081

0
国県道対策関連道路改良事業費

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 243 事業名  リニア関連道路整備事業 国県関連事業課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

公共工事の実施 〇   － － － － － －  

公共工事における

環境配慮設計及び

実施

〇   ○ ○ ○ ○ ○ ○  

現場での事故防止 〇   － － － － － －  

図書の電子化 〇   － ○ ○ － ○ －  

文化財保護法 埋蔵文化財包蔵地について、教育委員会と調整・協議   

発注者の再資源化に要する費用適

正負担
   

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

居住環境への影響

環境配慮設計により、周辺環

境の保全

  

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 39 事業No. 244

事務事業名 国県関連事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 国県関連事業課 開始  終了 H33

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
 11 災害に備え、社会基盤を強化し、防災意識を高める

 2 飯田市への人の流れをつくる

 10 豊かな自然と調和し、低炭素なくらしをおくる

分野別計画
○ 第３次国土利用計画飯田市計画

 飯田市土地利用基本方針

  

法令・例規等
 道路法

 河川法

  

事業目的
対象 三遠南信地域及び近隣町村など広域的な人・物

意図 ストック効果を上げるための交通網の整備

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

三遠南信自動車道飯喬道路2工区及び羽場大瀬木線の供用開始が間近となり、これらに起因する飯田市が施工する関

連工事も合わせて完了させる必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
三遠南信自動車道飯喬道路2工区の供用開始に向け、天龍峡大橋添

架歩廊の完成と、尾林八ノ倉線の用地買収・物件補償を完了し工

事を実施します。

　県道市場桜町線の座光寺踏切改良に伴い、迂回路となる市道座

光寺100号線の安全対策のための改良を実施します。

　その他、国及び県事業に関連した地元要望の道路・河川等の整

備を実施します。

市場桜町線関連 10,000

三遠南信関連 138,770

地元要望関連 24,600

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
県事業に起因した工事及び委託等 箇所 4 3   

添架歩廊設置の事業負担 式 4 1   

国事業に起因した工事及び委託等 箇所 1 6   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 173,370 （国）防災・安全交付金（道路整備）（5.5/10）　24,678千円

（国）社会資本整備総合交付金事業（道路整備）（5.5/10）　45,650千円

（地）公共事業等（充当率90％）
国庫支出金 70,328

県支出金 0

地方債 51,700

その他 0

一般財源 51,342

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 8 2
 
3  13

 
13

25,500

0
飯喬道路関連事業費（単独）

2    1 8 2
 
3  13

 
15

20,000

0
県道関連事業費

3    1 8 2
 
3  11

 
6

44,870

0
防災・安全交付金事業費（道路整備）（天龍峡大橋添架歩廊設置）

4    1 8 2
 
3  11

 
12

83,000

0
社会資本整備総合交付金事業費（道路整備）（尾林八ノ倉線）

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 244 事業名  国県関連事業 国県関連事業課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

公共工事の実施 〇   × × × × × ×  

公共工事における

環境配慮設計及び

実施

〇   ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

現場での事故防止 〇   ○ ○ ○ ○ ○ ○  

図書の電子化 〇   － ○ ○ ○ ○ －  

文化財保護法 埋蔵文化財包蔵地について、教育委員会と調整・協議   

発注者の再資源化に要する費用適

正負担
   

    

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

居住環境への影響

環境配慮設計により、周辺環

境の保全

 工事発注予定地内の貴重種相当で

ある春蘭（１０株）の移植結果を

一年後（平成３０年１０月）に

活着状況を確認する

１０月　目視による確認 10/10株生育

 

10/10株生育

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 39 事業No. 245

事務事業名 県事業負担金
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 国県関連事業課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 12 リニア時代を支える都市基盤を整備する

   

   

分野別計画
 第２次国土利用計画飯田市計画

 飯田市土地利用基本方針

  

法令・例規等
 道路法

 砂防法

  

事業目的
対象 長野県が実施する事業費への負担金

意図 都市計画道路事業及び土砂災害対策、用排水路の修繕費

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

長野県が行う事業に対し、一部負担金を納入する事により事業の進捗を図ります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
長野県が行う街路事業に対する地元負担金を支出します。

県街路事業（公共街路：飯田中津川線。県単街路：飯田中津川線

、小沼飯田線）

　長野県が行う急傾斜対策事業及び用排水路補修事業に対する地

元負担金を支出します。

県道路事業等（急傾斜：御殿山、飯沼東、青木、竜丘、羽場他。

兼用側溝補修費：国道153号、県道飯田南木曽線）

県街路事業地元負担金 35,000

県道路事業等負担金 24,500

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
県街路事業地元負担金 箇所 3 3   

県道路事業等負担金 箇所 5 7   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 59,500 （地）公共事業等（充当率90％）

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 23,400

その他 0

一般財源 36,100

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 8 2
 
3  13

 
16

24,500

0
県道路事業等負担金

2    1 8 4
 
3  12

 
2

35,000

0
県街路事業地元負担金

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 245 事業名  県事業負担金 国県関連事業課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 


